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1. 日本医療研究開発機構

 3省の枠を超えて設置されるプログラムディレクター（ＰＤ）、
プログラムオフィサー（ＰＯ）による基礎から実用化までの
一貫した研究管理

 推進本部による成果目標（ＫＰＩ）に関するＰＤＣＡの徹底

2. 国際展開の促進

 日本の承認許可制度の理解を新興国、途上国へ促し、
国レベルでの信頼関係を構築・強化する活動の継続

3. 健康医療情報のＩＣＴ化

 各種医療データベースの機能整備・連携推進

 安全性の検討に有益な情報の有効利用
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4. 研究開発投資の促進

 長期にわたるハイリスクな研究開発投資が必要な創薬に
は、イノベーションの創出と国際競争力の強化を図る上で、
研究開発税制の恒久化が不可欠

5. イノベーションの適正な評価

 新薬創出・適応外薬解消等促進加算の制度化

健康・医療戦略が目指す、国民の「健康寿命」の延伸の実現のた
めにも、国の取組みに対する国民、関係者の理解向上が必須で
あり、これまで以上に国民目線に立った、広報活動の充実が望ま
れる


